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平成 22 年９月９日 

各      位 

東京都台東区駒形二丁目４番５号 

株式会社ハピネット 

コード番号 7552 東証第１部 

代 表 者 代表取締役 

 苗手 一彦 

問合せ先 取締役最高財務責任者 

 浅津 英男 

（ TEL 03 –  3847 –  0521 ） 

 
第三者割当による自己株式の処分に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成22年９月９日開催の取締役会において、以下のとおり、第三者割当による自己株式の処分

を行うことについて決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．処分要領 

  

（１）処 分 期 日 平成22年９月28日 

（２）処 分 株 式 数 100,000株 

（３）処 分 価 額 １株あたり1,020円 

（４）資 金 調 達 の 額 102,000,000円 

（５）募集又は処分方法 第三者割当による処分 

（６）処 分 先 株式会社椿本チエイン 

（７）そ の 他 該当事項はありません。 

 

２．処分の目的及び理由 

当社は、処分先である株式会社椿本チエインが設計・製造した当社グループの物流機器の仕分け

設備である高速自動ピースソーターやデジタルピッキングシステムなどの物流機器等を、同社代理

店である椿本興業株式会社を通じて購入しております。当社の物流機器等の設計・製造にあたって

は、当社と株式会社椿本チエインの間で仕様・設計等を打合せ、当社グループに最適な物流機器に

カスタマイズしております。 

このような中、当社の主要な物流機器の製造元である株式会社椿本チエインとの更なる関係強化

を図り、当社グループの強みであります物流機能の更なる高度化を推進し、得意先様・仕入先様へ

の更なるサービスレベルの向上及び効率化を推進するため、当社の自己株式を譲渡するものであり

ます。 

 

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

 （１）調達する資金の額（差引手取概算額） 

    102,000,000円 
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 （２）調達する資金の具体的な使途 

具体的な使途 金額 支出予定時期 

当社物流機器の仕分け設備である高速自動ピースソータ

ーやデジタルピッキングシステムなどのメンテナンス及

び大規模災害発生に備えた保管棚等の設置費用 

102百万円 平成23年３月期 

   なお、調達する資金につきましては、実際の支出までは銀行口座にて管理する予定であります。 

 

 ４．資金使途の合理性に関する考え方 

    本自己株式処分により調達する資金は、当社の業務運営に資するものであり、また、財務体質の

更なる健全化につながるため、合理性があるものと考えております。 

 

 ５．処分条件等の合理性 

 （１）処分条件（処分価額等）が合理的であると判断した根拠 

 処分価額につきましては、平成22年９月８日（取締役会決議日前日）の東京証券取引所における

当社株式の終値であります1,020円としており、当社株式の直近の客観的な価値を示した価格とし

て合理的であると考えております。なお、この処分価額は東京証券取引所における本自己株式処分

の取締役会決議日の前日から１ヶ月遡った期間（平成22年８月９日から平成22年９月８日まで）の

終値平均値である1,014円（円未満切捨て）に対しては、+0.59％のプレミアム、同日から３ヶ月遡

った期間（平成22年６月９日から平成22年９月８日まで）の終値平均値である1,031円（円未満切

捨て）に対しては、-1.07％のディスカウントおよび同日から６ヶ月遡った期間（平成22年３月９

日から平成22年９月８日まで）の終値平均値である1,084円（円未満切捨て）に対しては、-5.90％

のディスカウントとなります。 

 上記処分価額につきましては、監査役３名（うち社外監査役２名）は、取締役会における処分価

額の決定について適法である旨の意見を表しております。 

 

 （２）処分数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

 本自己株式処分の対象となる株式数100,000株は、本日現在の発行済株式総数に対して0.83％で

あるため、株式の希薄化及び流通市場への影響は軽微であると考えております。また、処分先との

関係強化は、当社グループの企業価値の向上につながるものと考えており、処分数量及び株式の希

薄化の規模は合理的であると判断します。 
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 ６．処分先の選定理由等 

 （１）処分先の概要 

（１） 名称 株式会社椿本チエイン 

（２） 所在地 大阪府大阪市北区中之島３－３－３ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長  長 勇 

（４） 事業内容 各種動力伝動装置および同付属品の製造販売 

（５） 資本金 170億7,600万円 

（６） 設立年月日 1941年１月 

（７） 発行済株式数 191,406,969株 

（８） 決算期 ３月 

（９） 従業員数 （連結）5,300名 

（10） 主要取引先 椿本興業株式会社 

（11） 主要取引銀行 株式会社三井住友銀行 

（12） 大株主及び持株比率 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 14.77％ 

（13） 当事会社間の関係 

 資本関係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありません。 

 人的関係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はありません。 

 取引関係 

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はありませ

ん。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の関係者及

び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はありません。 

 関連当事者への該当状況 

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。また、当

該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者には該当

しません。 

（14） 最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 

連結純資産 87,502 84,458 86,837

連結総資産 202,316 178,455 182,641

１株当たり連結純資産（円） 438.56 421.53 434.59

連結売上高 167,202 141,517 112,759

連結営業利益 19,805 9,095 4,737

連結経常利益 18,051 9,328 4,990

連結当期純利益 10,371 6,188 3,175

１株当たり連結当期純利益（円） 55.70 33.26 17.07

１株当たり配当金（円） 8.00 8.00 6.00

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 
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（２）処分先を選定した理由 

処分先である株式会社椿本チエインは、当社グループの物流機器の仕分け設備である高速自動ピ

ースソーターやデジタルピッキングシステムなどの設計・製造元であり、株式会社椿本チエインが

製造した物流機器等を、同社代理店である椿本興業株式会社を通じて購入しております。当社の物

流機器等の設計・製造にあたっては、当社と株式会社椿本チエインの間で仕様・設計等を打合せ、

当社グループに最適な物流機器にカスタマイズしております。 

このような中、当社グループの強みであります物流機能の更なる高度化を推進し、得意先様・

仕入先様への更なるサービスレベルの向上及び効率化を推進するため、当社の主要な物流機器の

設計・製造元である株式会社椿本チエインとの更なる関係強化を図ることが重要であると考え、

本自己株式処分の処分先として選定いたしました。 

 

 （３）処分先の保有方針 

 当社と処分先との間で、割当予定株式について継続保有に関する取り決めはありませんが、当社

は処分先との間で、割当を受けた日から２年間において処分先が本自己株式処分により取得した当

社株式の全部又は一部を譲渡した場合には、直ちに譲渡を受けたものの氏名及び住所、譲渡株式数、

譲渡日、譲渡価額、譲渡の理由、譲渡の方法等を当社に書面にて報告すること、当社が当該報告内

容を株式会社東京証券取引所に報告すること、並びに当該報告内容が公衆の縦覧に供されることに

同意することにつき、確約書を締結する予定であります。 

 

 （４）処分先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 

 処分先は直近決算期末日（平成22年３月31日）及び直近第一四半期末日（平成22年６月30日）に

おいて、払込みに必要かつ十分な現金を有していることを当該会社の有価証券報告書、決算短信等

から売上高、総資産、純資産、現金及び預金の状況等により確認しております。 

 

 ７．処分後の大株主及び持株比率 

    本自己株式処分前と処分後において、当社大株主及び持株比率に変更はございません。 

処分前（平成22年３月31日現在） 処分後 

株式会社バンダイナムコホールディ

ングス 
24.46％

株式会社バンダイナムコホールデ

ィングス 
24.46％

いちごアセットトラスト 

（常任代理人香港上海銀行東京支

店） 

9.71％

いちごアセットトラスト 

（常任代理人香港上海銀行東京支

店） 

9.71％

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口） 
6.29％

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口） 
6.29％

河合 洋 4.99％ 河合 洋 4.99％

井平 康彦 3.24％ 井平 康彦 3.24％

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（中央三井アセット信託銀

行再信託分・株式会社三井住友銀行

退職給付信託口） 

2.81％

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（中央三井アセット信

託銀行再信託分・株式会社三井住

友銀行退職給付信託口） 

2.81％

有限会社オリエント 2.54％ 有限会社オリエント 2.54％

資産管理サービス信託銀行株式会社

（年金信託口） 
2.37％

資産管理サービス信託銀行株式会

社（年金信託口） 
2.37％

ハピネット社員持株会 1.78％ ハピネット社員持株会 1.78％

株式会社サンリバー 1.69％ 株式会社サンリバー 1.69％

（注）平成22年３月31日現在の株主名簿を基準に記載しております。 

   自己株式は、上記の大株主から除外しております。 
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８．今後の見通し 

 当期業績予想への影響はございません。 

 

  （企業行動規範上の手続きに関する事項） 

 本第三者割当は、①希薄化効果が25％未満であること、②支配株主の異動を伴うものではないこ

とから、東京証券取引所の定める有価証券上場規程第432条に定める独立第三者からの意見入手及

び株主の意思確認手続は要しません。 

 

９．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

 （１）最近３年間の業績（連結） 

 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 

売 上 高 168,958百万円 166,778百万円 194,246百万円

営 業 利 益 1,451百万円 2,137百万円 2,327百万円

経 常 利 益 1,569百万円 2,322百万円 2,513百万円

当 期 純 利 益 又 は

当 期 純 損 失（△）  
△1,490百万円 1,135百万円 1,179百万円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 又 は

１株当たり当期純損失（△）
△124.11円 97.64円 104.60円

１ 株 当 た り 配 当 金 40.0円 30.0円 30.0円

１ 株 当 た り 純 資 産 1,566.17円 1,599.08円 1,692.76円

 

 （２）現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況（平成22年９月９日現在） 

 株式数 発行済株式数に対する比率 

発 行 済 株 式 数 12,025,000株 100.0％

現時点の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数
―株   ―％

下限値の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数
―株   ―％

上限値の転換価額（行使価額）に

お け る 潜 在 株 式 数
―株   ―％

 

 （３）最近の株価の状況 

  ①最近３年間の状況 

 
平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 

始値 1,601円 1,530円 1,207円

高値 1,755円 1,633円 1,350円

安値 1,114円 864円 1,037円

終値 1,530円 1,219円 1,142円
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  ②最近６ヶ月間の状況 

 
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 

始値 1,078円 1,130円 1,175円 1,130円 1,028円 1,046円

高値 1,190円 1,211円 1,191円 1,130円 1,097円 1,076円

安値 1,068円 1,130円 1,072円 1,005円 1,002円 986円

終値 1,142円 1,175円 1,100円 1,028円 1,048円 1,007円

 

  ③発行決議日における株価 

 
平成22年９月９日 

始値 1,019円

高値 1,028円

安値 1,016円

終値 1,027円

 

 （４）最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

    該当事項はありません。 

 

10.処分要項 

  

（１）処 分 期 日 平成22年９月28日 

（２）処 分 株 式 数 100,000株 

（３）処 分 価 額 １株あたり1,020円 

（４）資 金 調 達 の 額 102,000,000円 

（５）募集又は処分方法 第三者割当による処分 

（６）処 分 先 株式会社椿本チエイン 

（７）そ の 他 該当事項はありません。 

 

 

 

以  上 

  


